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Cisco ISE の Web ベースのインターフェイスへのログイン
初めて Cisco ISE Web ベースのインターフェイスにログインするときは、事前インストールされて
いる評価ライセンスを使用します。

Cisco ISE ユーザ インターフェイスを使用して、定期的に管理者ログイン パスワードをリセッ
トすることをお勧めします。

（注）

セキュリティ上の理由から、管理セッションの完了時には、ログアウトすることをお勧めしま
す。ログアウトしない場合、30 分間何も操作しないと Cisco ISE の Web インターフェイスから
ログアウトされ、送信されていない設定データは保存されません。

注意
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• スイッチ ポート接続の喪失（シャットダウンまたは障害）

• スイッチ ラインカードの障害

2 つのインターフェイスをボンディングすると、インターフェイスの一方がプライマリ インター
フェイスになり、もう一方はバックアップ インターフェイスになります。2 つのインターフェイ
スをボンディングすると、すべてのトラフィックは通常、プライマリ インターフェイスを通過し
ます。プライマリインターフェイスが何らかの理由で失敗すると、バックアップインターフェイ
スがすべてのトラフィックを引き継いで処理します。ボンディングにはプライマリ インターフェ
イスの IP アドレスと MAC アドレスが必要です。

NIC ボンディング機能を設定する際に、Cisco ISE は固定物理 NIC を組み合わせて NIC のボンディ
ングを形成します。ボンディング インターフェイスを形成するためにボンディングすることがで
きる NIC について、次の表に概要を示します。

ボンディングされた
NIC の名前

ボンディングされた
NIC の役割

Linux 物理 NIC の名前Cisco ISE の物理 NIC の
名前

ボンド 0プライマリEth0ギガビットイーサネッ
ト 0

バックアップEth1ギガビットイーサネッ
ト 1

ボンド 1プライマリEth2ギガビットイーサネッ
ト 2

バックアップEth3ギガビットイーサネッ
ト 3

ボンド 2プライマリEth4ギガビットイーサネッ
ト 4

バックアップEth5ギガビットイーサネッ
ト 5

対応プラットフォーム
NIC ボンディング機能は、サポートされているすべてのプラットフォームとノード ペルソナでサ
ポートされています。サポートされるプラットフォームは次のとおりです。

• SNS-3400 シリーズ アプライアンス：ボンド 0 および 1（Cisco ISE 3400 シリーズ アプライア
ンスは最大 4 個の NIC をサポート）

• SNS-3500 シリーズ アプライアンス：ボンド 0、1、および 2

• VMware 仮想マシン：ボンド 0、1、および 2（6 つの NIC が仮想マシンで使用可能な場合）
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• Linux KVM ノード：ボンド 0、1、および 2（6 つの NIC が仮想マシンで使用可能な場合）

イーサネットインターフェイスのボンディングに関するガイドライン
• Cisco ISE は最大 6 つのイーサネット インターフェイスをサポートするので、ボンドは 3 つ

（ボンド 0、ボンド 1、ボンド 2）のみ設定できます。

• ボンドに含まれるインターフェイスを変更したり、ボンドのインターフェイスの役割を変更
したりすることはできません。ボンディングできるNICとボンドでの役割についての情報に
ついては、上記の表を参照してください。

• Eth0インターフェイスは、管理インターフェイスとランタイムインターフェイスの両方とし
て機能します。その他のインターフェイスは、ランタイムインターフェイスとして機能しま
す。

• ボンドを作成する前に、プライマリ インターフェイス（プライマリ NIC）に IP アドレスを
割り当てる必要があります。ボンド 0 を作成する前は、Eth0 インターフェイスに IPv4 アド
レスを割り当てる必要があります。同様に、ボンド 1 と 2 を作成する前は、Eth2 と Eth4 イ
ンターフェイスに IPv4 または IPv6 アドレスをそれぞれ割り当てる必要があります。

• ボンドを作成する前に、バックアップ インターフェイス（Eth1、Eth3、および Eth5）に IP
アドレスが割り当てられている場合は、バックアップ インターフェイスからその IP アドレ
スを削除します。バックアップ インターフェイスには IP アドレスを割り当てないでくださ
い。

• ボンドを 1 つのみ（ボンド 0）作成し、残りのインターフェイスをそのままにすることもで
きます。この場合、ボンド 0 は管理インターフェイスとランタイム インターフェイスとして
機能し、残りのインターフェイスはランタイム インターフェイスとして機能します。

• ボンドでは、プライマリ インターフェイスの IP アドレスを変更できます。プライマリ イン
ターフェイスの IP アドレスと想定されるので、新しい IP アドレスがボンディングされたイ
ンターフェイスに割り当てられます。

• 2 つのインターフェイス間のボンドを削除すると、ボンディングされたインターフェイスに
割り当てられていた IPアドレスは、プライマリインターフェイスに再び割り当てられます。

• 展開に含まれる Cisco ISE ノードで NIC ボンディング機能を設定するには、そのノードを展
開から登録解除し、NIC ボンディングを設定して、展開に再度登録する必要があります。

• ボンド（Eth0、Eth2、または Eth4 インターフェイス）のプライマリ インターフェイスとして
機能する物理インターフェイスにスタティック ルートが設定されている場合は、物理イン
ターフェイスではなくボンディングされたインターフェイスで動作するようにスタティック
ルートが自動的に更新されます。
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